
地域課題の解決　→　空き家の利用促進

まちの課題解決

空き家の利活用を通じた、まちの課題解決 まちの課題を解決して、結果としての空き家活用

空き家の利活用

まちの魅力向上

空き家に対する需要増加
手段目的

手段 目的
空き家の発生　→　空き家の利活用
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研究発表 (三国のまちにわ)

現在の三国

本戦略で見据える
将来の三国

空地・駐車場廃墟化空き家化居住

別用途で活用 既存の空地を活用空き家 ( 管理 )継続した居住

利活用

高齢化
転出

管理
不十分

取り壊し

除却

まちの衰退へ

現在の三国

本戦略で見据える
将来の三国

4 つの戦略方針
　空き家予防　　　　空き家を発生させない使い続けられるための戦略
　空き家対応　　　　発生した空き家放置しない、再利用（リノベーション戦略）
　空き家転用　　　　空き家を都市更新のきっかけとしてまち全体をリノベーションする戦略
　まちの環境向上　　空き家を発生させない環境整備による戦略

汐見橋（1821）

ⅰ 空地を生かした緑のネットワーク形成

ⅵ 空地や既存緑地を利用し地域の避難場所の整備

ⅲ 豊富な地形を活かした空地の多用途化

ⅰ 地産地消の推進 ( 地場木材による木質化 )

ⅲ リノベグッズ・建具屋の誘致

ⅰ 子育て世帯への空き家の提供推進
ⅲ 混ざり合うまち
ⅳ エリア・コミュニティの形成

ⅴ 共助コミュニティの形成
ⅵ デマンド交通の充実
ⅶ 買い物利便性の確保

ⅰ 町並み保全エリア

ⅴ 祭りファンディング
ⅲ 観光客を内へもてなす座敷

ⅶ まちを盛り上げる装飾

ⅵ 担い手の育成
ⅷ 祭りを身近に感じる工夫

ⅳ 魅せるスポット

ⅱ 前空間活用エリア

ⅵ 帯の長さを感じさせない交通施策

ⅶ まちなかへの緩やかな誘導
ⅰ 交通の棲み分け

ⅲ まちの内と外の使いこなし

ⅴ まちなかで憩う
ⅳ 徒歩圏での暮らしを実現

ⅱ 駐車場の再分配

ⅱ 多様な遊び場の形成

ⅰ 生活景を磨く

ⅰ 生活景を磨く

ⅲ 三国型古民家ステイの展開
ⅶ 住民向けトライアルステイ

ⅳ 古民家ステイのバリエーション

ⅱ 風景の物語をつなぐ
ⅴ 民泊によるまち暮らし観光
ⅵ 暮らす時間のグラデーションを生む
ⅶ まちの魅力をわたしが発見するということ

ⅳ 見晴らしを考慮した空き地・空き家の使い方
ⅴ 斜面地の自然環境回復が土砂災害を防ぐ

ⅱ 開かれた斜面緑地へ

凡例
SCENARIO 1

SCENARIO 2

SCENARIO 3

SCENARIO 4

SCENARIO 5

SCENARIO 6

ⅰ 地産地消の推進 ( 市民農園の整備 )

ⅲ エネルギー自給の推進 ( 太陽光発電 )

ⅰ 地産地消の推進 ( 飲食店での利用 )
ⅱ グリーン・ブルーツーリズムの推進
ⅵ 空き家を活用する ( 滞在拠点の整備 )

ⅳ 付加価値をつける ( 職人・アーティストの誘致 )
ⅵ 空き家を活用する ( 工房・店舗の整備 )
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三国祭調査、夏季集中調査及
び昨年度の調査・設計の概要
について「三国湊～東尋坊ス
トリーム」にて発表を行った
。展示を訪れた方からのヒア
リングも併せて行った。　　

既存の調査と12月に行った
追加調査の内容をふまえた上
で、空き町家の活用を起点と
したまちの再生を掲げたまち
づくりビジョンの提案を行っ
た 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　

三国祭において、まちなかの
装飾の実態調査、山車巡行時
の溜まり場調査、観光客行動
調査等を行い、三国の人々の
「ハレ」の日に対する活動や
意識を町内全体で把握した。

1週間に渡り、まちなかの景
観資源、空地・駐車場の利用
実態調査、学校・住民へのヒ
アリング等を行った。また、
帯のまち流しにおいては観光
客行動調査も行った。　　　

Urban Design Lab Projects 2015三国　プロジェクト
Mikuni Project

PJの概要
対岸から見た三国湊

福井県 嶺北地方
[ 行政 ] 坂井市三国町
[ 人口 ] 約 2 万人 ( 三国 )
[ 観光 ] 東尋坊・三国祭
九頭竜川の河口に位置し、北前船の寄
港地＝豪商の街として栄えた湊町。

金沢

福井

三国

三国駅
福井駅へ

日本海

九
頭
竜
川

駅前通り

きたまえ通り
＝三国中心部

地形に挟まれた
「帯の幅ほど」
のまちが拡がる

三国神社

三国祭 北陸三大祭(毎年5月19-21日)

(毎年8月末～9月初旬)帯のまち流し

神社の前に勢揃いする山車（やま ) 町家が所狭しと建ち並ぶ中を山車が通る

三国PJに興味がある方は是非連絡をください！：mikuni@ud.t .u-tokyo.ac. jp

　左のまちづくりビジョン
で行った提案をベースに、
既存の空き家の改修・利活
用を考えつつも、経済的・
社会的に実践可能な取り組
みや事業を見つけ、社会実
験として行う。取り組みは
より具体的な事業提案と共
にを行う予定である。これ
らを今ある空間を利活用し
ながら実践する事で、今後
事業をどのようにマネジメ
ントしていくかについても
考えていく。
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三国祭調査

昨年度の活動

三国まちづくりビジョン　　～空き町家から動き出す7つのシナリオ～

夏季集中調査 研究発表 (三国のまちにわ)

　三国まちづくりビジョンは、人口減少や空き家の増加
が見込まれるなかで、将来像を見据えたうえで取り組む
べきシナリオ、アクションの提案を随時行う、バックキ
ャスティング型の計画である。本ビジョンでは「空き町
家」の活用を起点に地域の課題解決を行っていくことを
想定しているが(右図)、各エリアにシナリオを重層的に配
することで具体的な空間戦略についても言及している。

三国とは

2016年度の方針

町家の間を練り歩く踊り手 広小路を通過するまち流しの踊り手

　旧三国町には、北前船の寄港地として栄えた
名残が祭礼や歴史的町並みと共に色濃く残るが
、一方で高齢化や人口減少、それに伴う空き家
の増加が課題となっている。
　三国PJでは「まちなみ保全」と「住み続けら
れるまちの実現」を目標に掲げて、調査研究活
動を行っている。昨年度までの2年間は市より
委託を受けて、空き家の改修提案と調査研究を
行った。
　一昨年度は利用度の低かった「下新公園」と
空き家「港座奥」の改修提案を福井大学と合同
で行った(2015年度竣工済)。
　昨年度は、三国のまちなかの景観資源や空間
活用、文化・暮らしについて調査を行い、「三
国まちづくりビジョン」として提案を行った。
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空き家発生の不確実性に対応できる三国町全体の空間戦略図

三国プロジェクトで
お世話になっている方 ・々組織
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「空き町家の活用を起点としたまち再生ビジョン」の戦略方針

地域の課題解決サイクル
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